
　
公
民
館
に
は
、
公
民
館
運
営
委
員
会
、

体
育
委
員
会
、
文
化
委
員
会
、
図
書
視

聴
覚
委
員
会
、
館
報
編
集
委
員
会
の
5

部
門
が
あ
り
ま
す
。里
山
辺
地
区
の
様
々

な
公
民
館
事
業
は
こ
の
各
委
員
会
が
企

画
し
推
進
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
各
町
会
の
委
員
を
加
え
る

と
、
1
0
0
名
を
超
え
る
方
々
の
貴
重

な
時
間
奉
仕
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

　

今
、
超
少
子
高
齢
化
の
進
む
こ
の
地

区
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
絆
」
で
す
。
か
つ
て
当
た
り
前
だ
っ
た

隣
近
所
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
本

来
隣
組
や
町
会
内
で
解
決
し
て
い
た
事

柄
が
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
り
、
隣

人
同
士
の
対
立
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま

令
和
元
年
度
里
山
辺
公
民
館
の

主
な
事
業
の
ご
案
内

◇
第
4
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

5
月
23
日（
木
）

◇
第
49
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

6
月
2
日（
日
）

◇
夏
ま
つ
り

7
月
26
日（
金
）

◇
第
15
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

8
月
20
日（
火
）

◇
第
66
回
野
排
球
大
会

8
月
25
日（
日
）

◇
第
64
回
大
運
動
会10

月
20
日（
日
）

◇
第
45
回
地
区
文
化
祭
・

福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
2
日（
土
）・
3
日（
日
）

◇
第
63
回
卓
球
大
会
・

　
第
40
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
17
日（
日
）

◇
山
辺
地
区
立
志
式2

月
1
日（
土
）

※�

そ
の
他
の
各
種
講
座
や
事
業
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
毎
月
発
行

の
「
里
山
辺
公
民
館
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
　
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

　

超
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
家
や

地
域
で
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
の
構
築
の
た
め
、
地
域
の
課
題

に
地
域
の
皆
様
及
び
関
係
職
員
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

里
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

里
山
辺
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
並
び
に
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
世
話
に
な
り
ま
す
倉
田
和
昭
で
す
。

里
山
辺
公
民
館
（
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
）
の
建
設
や
、
新
科
学
館
整
備

事
業
等
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
住
ま
い
が
西
山
の
麓
の
梓
川
の

た
め
、
里
山
辺
地
区
の
こ
と
に
つ
い

て
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
里
山
辺
地
区
の
地
域

づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
の

中
村
誠
さ
ん
が
退
職
、
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
の
朝
倉

一
樹
さ
ん
が
あ
が
た
の
森
文
化

会
館
へ
異
動
、
地
区
担
当
保
健

師
の
山
﨑
美
奈
津
さ
ん
が
本
庁

へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
お
世
話
に

　
　
　
　な
り
ま
し
た

センター長

加藤 政彦

地区担当保健師

赤津 萌
もえ

子
こ

す
。「
お
互
い
様
」と
い
う
日
本
人
が
持
っ

て
い
た
美
徳
が
失
わ
れ
、
自
己
主
張
が

優
先
す
る
よ
う
な
人
間
関
係
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
最
近
、
国
内
で
悲
惨
な

事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き

な
要
因
が
人
間
関
係
の
希
薄
化
で
は
な

い
か
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
公
民

館
で
は
平
成
29
年
度
か
ら
「
助
け
て
を

言
え
る
地
域
づ
く
り
勉
強
会
」
を
開
講

し
、
現
在
の
な
ん
で
も
行
政
任
せ
を
見

直
し
、
地
区
の
事
は
で
き
る
だ
け
地
区

内
で
解
決
を
図
る
道
を
話
し
合
っ
て
き

ま
し
た
。「
隣
組
の
再
生
」
が
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
今
後
こ

の
勉
強
会
が
町
会
や
地
区
内
の
「
お
互

い
様
づ
く
り
」
に
活
か
さ
れ
れ
ば
嬉
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
体
育
、
文
化
を
は
じ
め
、

様
々
な
町
会
内
の
「
絆
」
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
活
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
参
加
者
の
固
定
・
減

少
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
里
山

辺
の
諸
先
輩
方
が
創
り
上
げ
て
き
た
公

民
館
事
業
の
継
続
だ
け
で
は
無
く
、
こ

れ
か
ら
の
地
区
に
必
要
な
勉
強
は
何
か

を
探
り
つ
つ
、
運
営
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

里
山
辺
公
民
館
長　

多
田
　
健

平成 30 年度 里山辺公民館決算書 （単位：円）

項 目
地 区 分 担 金
補 助 金
雑 収 入
戻 入 金

合 計

決 算 額
129,318

31,663
90,000 

808,653 
108,623 
215,416 
103,800 

88,346 
173,605 

10,000 
104,000
147,775
310,000 

2,321,199 

決 算 額
1,832,500

87,570
5,171

395,958

2,321,199

項 目
学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業費
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
まちづくり事業費
委 員 報 酬
事 務 費
補 助 金
分 担 金
印 刷 費
会 議 費
次 年 度 繰 越 金
合 計

令和元年度への繰越金　310,000 円

収入の部 支出の部

　

健
康
や
育
児
の
こ
と
で
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お
声
が
け

く
だ
さ
い
！
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

センター長補佐

倉田 和昭

窓口担当

神
かん

野
の

かおり

　

先
日
初
め
て
兎
川
寺
の
満
開
の
桜

を
見
て
、
里
山
辺
の
魅
力
を
一
つ
発

見
し
ま
し
た
。

　

窓
口
業
務
に
従
事
す
る
の
は
初
め

て
で
至
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
り

ま
す
が
、
里
山
辺
地
区
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
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世帯数：    5,357 戸
　男　：    5,831 人
　女　：    6,159 人
　計　：  11,990 人

令和元年5月1日現在



　

今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

私
達
の
住
む
里
山
辺
は
と
て
も

広
く
、
普
段
行
く
こ
と
の
な
い
所

へ
も
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

立
派
に
咲
き
誇
る
大
き
な
桜
の

木
、
昔
か
ら
こ
の
里
山
辺
の
地
に

建
つ
大
き
な
家
な
ど
「
里
山
辺
に

こ
ん
な
所
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
た

く
さ
ん
の
発
見
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
約
二
時
間
半
も
歩
き

ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
ま
で
し

た
。
お
昼
の
豚
汁
が
と
て
も
お
い

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。お

花
見
チ
ー
ム　

長
嶋
つ
ば
さ

長
嶋
ち
は
や

第
16
回
山
辺
の
郷
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
の
発
見
」

　

改
修
工
事
を
終
え
、
二
年
ぶ
り

に
荒
町
の
お
船
の
晴
れ
姿
が
お
披

露
目
と
な
り
ま
し
た
。
県
宝
指
定

の
９
つ
の
お
船
が
揃
い
、
氏
子
も

力
い
っ
ぱ
い
参
道
を
駆
け
上
が
る

姿
は
圧
巻
で
し
た
。

4/13

　

耐
震
改
修
工
事
等
を
終
え
た

「
旧
山
辺
学
校
校
舎
」
と
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
が
4
月
27
日
（
土
）
に

オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
の
擬
洋
風
建
築
の
工
法
で

建
て
ら
れ
た
校
舎
そ
の
も
の
と
郷

土
に
ち
な
ん
だ
展
示
を
楽
し
み
な

が
ら
、
最
新
の
光
学
式
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
織
り
な
す
「
新
」

星
空
体
験
を
ゆ
っ
た
り
鑑

賞
で
き
る
市
内
唯
一
の
施

設
で
す
。

　

当
日
は
Ｇ
Ｗ
初
日
と
な

り
、
多
く
の
家
族
連
れ
で

大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

模　

清
子　

山
口
壽
男　
浅
原
真
由
美

中
嶋
幸
蔵　

本
木
善
子　

武
田
大
輝

桑
島
直
昭　

飯
浜
友
佳　

岩
原　

忍

佐
々
木
雅
実　

篠
田
洋
一　

布
野
芳
枝

 

◇
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長　
　

多
田　

健

館
長
補
佐　
　

加
藤
政
彦

公
民
館
主
事　

石
川
和
也

嘱
託
職
員　
　

本
田
奈
輔
子

 

◇
公
民
館
運
営
委
員

◎
小
幡
泰
俊　

○
小
岩
井
登
嗣
治

田
村
八
宏　

藤
井
敬
善　
清
澤
佐
代
子

山
口
壽
男　

飯
浜
友
佳　

武
田
大
輝

小
田
さ
お
り　

重
田
美
子　

松
尾　

衛

田
垣
元
敏　
篠
田
洋
一

 

◇
体
育
委
員

〈
本
部
〉 ��

◎
松
尾　

衛
○
三
澤
進
一

���������

○
大
嶋
康
弘　

佐
分
祐
大　

梶
葉
利
行　

木
下
栄
治

品
田
尚
彦　

丸
山
克
之　

川
口
一
雄

舘
島　

豪　

服
部　

治　

蓑
島
太
郎

横
内
敏
之　

小
林
久
伸　

清
澤
英
雄

〈
町
内
〉　����

角
田　

誠　

田
村
和
規

野
村
大
輔　

赤
木
髙
一　

金
井　

俊

宮
川
康
史　

西
村　

篤　

堀
田
伸
朔

栃
本　

貢　

宮
坂
知
足　

西
川
功
一

小
岩
井
健
司　
小
岩
井
浩
一　

百
瀬
一
実

伊
藤
昌
志　

深
澤
由
浩

〈
松
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〉

多
田　

健　
東
城
日
出
子

 

◇
文
化
委
員

〈
本
部
〉  �

◎
田
垣
元
敏
○
藤
岡
一
夫

白
木
基
善　

向
井
知
巳　

今
村
和
守

小
幡
富
貴
子　
根
津
と
し
子　

平　

貴
子

里
山
辺
公
民
館

町
会
・
各
役
員
他

◎
は
長��

○
は
副

 

◇
町
会
連
合
会
・
公
民
館
長
会

町
会
名
　    

町
会
長
　      

公
民
館
長

下
金
井
○
白
木
久
雄　

上
地
昭
一

新　

井
◎
田
村
八
宏　

柿
澤
英
二

湯
の
原　

木
下
晴
夫　

金
井
貞
徳

藤　

井　

藤
井
敬
善　

二
木
幹
男

上
金
井　

金
井
直
哉　

木
下
吉
弘

薄　

町
○
西
村
侊
哉　

古
畑
清
隆

兎
川
寺　

花
岡
久
雄　

須
澤
和
晴

荒　

町　

辻　

憲
一
○
上
條
健
二

西
荒
町　

桜
井
英
夫　

佐
藤
良
治

北
小
松　

丸
山
哲
弘　

百
瀬　

裕

西
小
松　

坪
田
利
文　

日
澤　

衛

南
小
松　

輿　

幸
男　

倉
田
佳
実

林　
　
　

武
田
善
徳
○
横
山
金
生

美
里
町　

米
倉
千
博　

柴　

周
作

若
里
町　

平　

利
行
◎
清
澤
佐
代
子

小
松
町　

望
月
直
道　

土
屋
幸
二

 
◇
子
ど
も
会
育
成
会

◎
篠
田
洋
一
○
小
澤
智
子
○
加
藤
麻
純

 

◇
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

◎
山
口
壽
男
○
久
保
田
一
○
斎
藤　

実

 

◇
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

〈
町
内
〉 ��

◎
久
保
田�
一
○
鈴
岡
潤
一

金
子
綾
子　

金
井
貞
徳　

二
木
幹
男

木
下
吉
弘　
小
野
塚
洋
樹　

辻　

憲
一

桜
井
英
夫　

百
瀬　

裕　

日
澤　

衛

倉
田
清
志　

百
瀬　

信　

柴　

周
作

矢
澤
和
科
美　

桐
原
和
夫

〈
各
種
団
体
〉
坪
田
利
文　

横
山
金
生

〈
町
内
〉　����

白
木
秀
幸　
大
澤
嘉
幸

小
林
貴
代
子　
藤
澤　

厚　

金
井
一
哉

下
里
和
彦　

武
井
則
幸　

米
山
文
香

小
澤
孝
二　

水
澤
千
明　

小
林
路
子

忠
地
佳
貴　

小
澤
俊
明　

白
川
栄
治

丸
山
泰
子　
安
藤
磊
介

 

◇
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
重
田
美
子　

○
村
本
千
絵
美

○
東
城
日
出
子　

千
野
三
千
代　
愛
瀬
三
枝　
小
田
さ
お
り

 

◇
館
報
編
集
委
員

◎
小
岩
井
登
嗣
治　

○
金
井
順
子

花
岡
定
実　

木
下
雅
文　

米
山
文
香

白
川
元
子　
横
山
俊
作

2年ぶりに改修を終えた荒町のお船

新しい看板に掛け替えました

満開の桜が参加者を出迎えました

リ
ニ
ュ
ア
ー
ル
オ
ー
プ
ン

旧
山
辺
学
校
校
舎
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

須
々
岐
水
神
社
お
船
祭
り

荒
町
の
お
船
　
新
装
お
披
露
目
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